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1. 調査団員・氏名 

（１）基本設計調査（平成 19年 1月 10 日から平成 19年 2月 1日） 

 

西宮 宜昭 【総括】 独立行政法人国際協力機構 
  ウズベキスタン事務所 
  所長 

青木 恒憲 【計画管理】 独立行政法人国際協力機構 
  無償資金協力部 
  業務第二グループ 
  保健医療チーム 

野田 信一郎 【技術参与】 国立国際医療センター 
  国際協力局 

阿部 一博 【業務主任／医療機材計画 1】 株式会社国際テクノ・センター 

東條 重孝 【医療機材計画 2】 株式会社国際テクノ・センター 

濤崎 謹治 【設備計画】 株式会社国際テクノ・センター 

吉村 賢司 【調達計画／積算】  株式会社国際テクノ・センター 

村井 義幸 【通訳】  株式会社国際テクノ・センター 

 

（２）基本設計調査概要説明調査（平成 19年 5月 15 日から平成 19年 5月 23 日） 

 

西宮 宜昭 【総括】 独立行政法人国際協力機構 
  ウズベキスタン事務所 
  所長 

阿部 一博 【業務主任／医療機材計画 1】 株式会社国際テクノ・センター 

東條 重孝 【医療機材計画 2】 株式会社国際テクノ・センター 

渡辺 寛美 【通訳】  株式会社国際テクノ・センター 



2. 調査行程 

（１）基本設計調査 

技術参与 計画管理
業務主任/

医療機材計画1
医療機材計画2 設備計画 調達計画/積算 通訳

12日間 12日間 23日間 23日間 16日間 19日間 23日間

野田信一郎 青木恒憲 阿部一博 東條重孝 濤崎謹治 吉村賢司 村井義幸

1 1月10日 水 東京→ソウル→ 業務主任同行

2 1月11日 木

→タシケント
JICAウズベキスタン事務所表敬

ウズベキスタン保健省表敬
在ウズベキスタン日本国大使館表敬

業務主任同行

3 1月12日 金 産婦人科研究病院表敬・調査 東京→ソウル→タシケント 業務主任同行

4 1月13日 土 産婦人科研究病院調査 業務主任同行

5 1月14日 日 団内協議

6 1月15日 月 産婦人科研究病院調査 業務主任同行

7 1月16日 火 東京→ソウル→タシケント
産婦人科研究病院調査

保健省協議
輸送会社調査

産婦人科研究病院調査
産婦人科研究病院調査

保健省協議
輸送会社調査

業務主任同行

8 1月17日 水
JICAウズベキスタン事務所表敬

在ウズベキスタン日本国大使館表敬
ウズベキスタン保健省表敬

JICAウズベキスタン事務所表敬
産婦人科研究病院調査

業務主任同行

9 1月18日 木 産婦人科研究病院協議
輸送業者調査
代理店調査

業務主任同行

10 1月19日 金
国立周産期センター 視察

救急科学センター視察
看護技術プロジェクト協議

産婦人科研究病院調査
輸送業者調査
代理店調査

業務主任同行

11 1月20日 土
団内協議

産婦人科研究病院協議
業務主任同行

12 1月21日 日 団内協議

13 1月22日 月 産婦人科研究病院調査 産婦人科研究病院ジザク支所視察 産婦人科研究病院調査 代理店調査 業務主任同行

14 1月23日 火 産婦人科研究病院調査 サマルカンド州立母子病院視察 産婦人科研究病院調査 代理店調査 業務主任同行

15 1月24日 水 産婦人科研究病院調査
ADB協議

UNICEF協議
産婦人科研究病院調査 代理店調査 業務主任同行

16 1月25日 木
JICAウズベキスタン事務所協議

WHO協議
保健省ミニッツ協議

産婦人科研究病院調査 代理店調査 業務主任同行

17 1月26日 金
産婦人科研究病院調査

保健省ミニッツ署名
タシケント→

産婦人科研究病院調査
保健省ミニッツ署名

産婦人科研究病院調査
保健省ミニッツ署名

タシケント→
代理店調査 業務主任同行

18 1月27日 土 →ソウル→東京 産婦人科研究病院調査 →ソウル→東京 代理店調査 業務主任同行

19 1月28日 日 団内協議 団内協議

20 1月29日 月 産婦人科研究病院調査
代理店調査
タシケント→

業務主任同行

21 1月30日 火 産婦人科研究病院調査 →ソウル→東京 業務主任同行

22 1月31日 水 タシケント→北京 業務主任同行

23 2月1日 木 北京→東京 業務主任同行

曜日月日日数

 

 



（２）基本設計調査概要説明調査 

業務主任/
医療機材計画1

医療機材計画2 通訳

9日間 9日間 9日間

阿部一博 東條重孝 渡辺寛美

1 5月15日 火

2 5月16日 水

3 5月17日 木

4 5月18日 金

5 5月19日 土

6 5月20日 日

7 5月21日 月

8 5月22日 火

9 5月23日 水

東京→ソウル→タシケント

団内協議

産婦人科研究病院協議

産婦人科研究病院協議
ウズベキスタン保健省表敬・協議

産婦人科研究病院表敬・協議
在ウズベキスタン日本国大使館表敬

→ソウル→東京

ミニッツ署名
在ウズベキスタン日本国大使館報告

タシケント→

産婦人科研究病院ミニッツ協議

団内協議

曜日月日日数



3. 関係者（面会者）リスト 

 

ウズベキスタン保健省 

NAZIROV Feruz   Minister 

ナジーロフ・フェルース  大臣 

 

KHADJIBAEV Muminovich      1st Deputy Minister 

ハジバエフ・ムミノヴィッチ   第一次官 

 

KAMILOV Asomiddin  Deputy Minister 

カミーロフ・アソミディン        次官 

 

SIDIKOV Abdunamon  Director of External Relationship Department 

シディコフ・アブドゥナモン 対外協力局長 

 

DADAJONOV Alijon   Person in charge of ODA projects 

ダダジョノフ・アリジョン  ODA 担当官 

 

ALIPOV Abdumalik   Specialist of Laboratory Service 

アリーポフ・アブドゥマリク 臨床検査責任者 

 

産科婦人科研究病院 

Prof. KURBANOV Djakhangir Director  

クルバノフ・ジャハンギール 施設長 

 

PODPORENKO Alica   Deputy Director / Head physician of Clinic 

ポドポレンコ・アリサ  副施設長/病院長 

 

ABDUKHAMID Shamirov  Chief, Operative Genecology 

アブドハミド・シャミロフ  婦人外科責任者 

 

NINA Solovyova   Chief, Conservative Genecology 

ニナ・サラビヨヴァ  婦人内科責任者 



ZULTIYA Nematova   Chief, Antenatal Preparation 

ズフィア・ニマトヴァ  産前科責任者 

 

KIM Yon Din   Chief, Anaesthesiology and Reanimation 

キム・ヨン・ジン   麻酔 ICU 責任者 

 

MUKHABBAT Nurmatova  Chief, Pathology of Pregnant 

ムハバット・ヌルマトヴァ  妊産婦病理責任者 

 

RIMMA Frenkel   Chief, 1st Obstetrics 

リマ・フランケル   第一産科責任者 

 

NATALIA Neulibina  Chief, Children’s Physiology  

ナタリア・ニューリビッチ  小児理学療法責任者 

 

ZOYA Kholmatova   Chief, Reanimation & ICU of Newborn 

ゾヤ・ホルマトヴァ  新生児 ICU 責任者 

 

NURLAN Akhmedov   Chief, 2nd  Obstetrics 

ヌルワン・アフメドウ  第二産科責任者 

 

FERUZA Nazarova   Children Doubtful  

フィルザ・ナザロヴァ  小児診断科責任者 

 

LARISA Stepanyan   Chief, Abortion 

ラリサ・ステファニアン  人工中絶科責任者 

 

TATIANA Teplova   Chief, Immunology 

タチアナ・チェプロヴァ  免疫科責任者 

 

IRINA Yadgarova   Chief, Haemostasis 

イリーナ・ヤルガドヴァ  止血科責任者 

 



KHALIDA Sabirova   Chief, Bacteriology 

ホリダ・ソビルヴァ  病理責任者 

 

TATIANA Kurilenko  Chief, Clinical Laboratory 

タチアナ・クリリレンコ  臨床検査責任者 

 

DILFUZA Alieva   Chief, Hormonal 

ジルフザ・アリーヴァ  ホルモン検査責任者 

 

ALTIYA Makusudova  Chief, Perinatal Diagnosis 

アティア・マットチャノヴァ 周産期診断責任者 

 

KHAMIDA Maksudova  Chief, Genetic 

ハミダ・マクマドヴァ  遺伝子責任者 

 

FAROGAT Khamdamova  Chief, Insemination 

フロガット・ハムダノヴァ  体外受精科 

 

EVGUENITY Basilevich  Chief, Poloclinics 

エルゲーニ・バリゼヴィッチ ポリクリニック責任者 

 

ABDURASHID Ashirmatov  Chief, Biochemistry 

アブドラチシッド・アシルトマトフ 生化学責任者 

 

GULNORA Salikhodjaeva  Chief, Pathological, Mortuary 

グナラ・サリボジュダイエヴァ 病理解剖責任者 

 

TATIANA Kapdirov   Chief, Physical Method 

タチアナ･カップカリヴォ  治療部門責任者 

 

NADIR Kadirov   Chief, Detoxication 

ナディール・カジロフ  中毒科責任者 

 



KHAKIM Fayziyev   Chief, Blood Transfusion 

ハキム・フィジエフ  輸血科責任者 

 

NATALIA Kondratyeva  Chief, Cardiology 

ナタリア・コンドラテーヴァ 循環器責任者 

 

産科婦人科研究病院ナマンガン支所 

ZHALOLOV Rustam   Director 

ジャロロフ・ルスタム  支所長 

 

共和国周産期センター 

LYUBCHIC Agelina   Director 

リュプチッチ・アジェリーナ 施設長 

 

KHASANOVA Saida   Deputy Director 

ハサーノヴァ・サイーダ  副施設長 

 

タシケントメディカルアカデミー 

NAJMUTDINOVA Dilbar  Vice-Director 

ナジムトゥディノヴァ・ディルバル副院長 

 

SARUKHANOVA  A.A.  Vice-professor 

サルハノヴァ   助教授 

 

RAKHIMOVA  Kh.N.   Vice-director of clinic 

ラヒーモヴァ   副院長 

 

アジア開発銀行 

Zulfia Karimova   Project Management Officer  

ズルフィバ・カリモーヴァ    プロジェクト担当官 

 

 

 



UNICEF ウズベキスタン事務所 

REZA Hossaini     Representative 

レザ・ホサイニ   所長 

 

WHO ウズベキスタン事務所 

MICHEL Tailhades   Representative 

マイケル・タイルヘード  所長 

 

MAVZHUDA Babamuradova National Professional Officer 

マヴジーダ・バラムロドーヴァ  母子保健担当官 

 

独立行政法人国際協力機構ウズベキスタン事務所 

園山 由香 所員 

前田 佳代子 所員 

 

在ウズベキスタン日本国大使館 

楠本 祐一           特命全権大使 

茶谷 比呂司   一等書記官 

北川 達生    一等書記官 

北村 弘子   三等書記官 

 

 



4. 討議議事録（M/D)

基本設計調査時







































基本設計概要説明調査時















5. 事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 

ウズベキスタン共和国産婦人科研究病院医療機材整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

 ウズベキスタン国（以下「ウ」国）は 1991 年の独立以来、民主化、工業や農業を基盤と

した経済発展を遂げる一方、教育、水、保健医療などの社会サービスの低下、不均衡が拡大

しており、経済発展の恩恵が必ずしも国民生活に還元されていない状況にある。「ウ」国政

府は社会経済改革と国民生活の安定化を図るべく、各セクターで改革を進めており、保健医

療分野においては「国家保健改革プログラム（1998 年から 2005 年）」を策定し、質の高い医

療サービスを展開すべく改革に取り組んでいる。 

 「ウ」国においては、呼吸器系疾患や HIV/AIDS など開発途上国に典型的な疾病、循環器

疾患など慢性疾患の双方が多い疾病構造となっている。基礎保健指標は近隣諸国よりは概ね

良好であるものの、妊産婦死亡率は出生 10 万人対 29.24 人、乳幼児死亡率は出生 1,000 人

対 57 人（2005 年、WHO）など母子保健関連の指標は高い数値を示しており、妊産婦・乳幼児

の多死傾向が顕著で、過去約 10 年これら指標に大きな改善は見られないことからも母子保

健の改善は急務となっている。妊産婦の主な死亡原因は出血、晩期妊娠中毒症、合併症等と

されており、このうち出血が半数を占め、鉄欠乏性貧血の割合が高い等、早産や死産、妊産

婦死亡などリスクを抱えた妊娠や出産が特別ではない状況にある。 

 保健省は係る状況を改善すべく、妊産婦への健康教育、医療技術者の育成、拠点医療施設

の整備等を重点項目とした産婦人科サービスの向上に取り組んでおり、妊産婦への健康教育

や医療技術者の育成については、WHO や UNICEF等の支援を受けつつ、特に地方部の 1、2次

医療レベルでの改善を進めている。他方、医療施設の整備は、レファラル体制の構築が重要

なことから医療施設の統廃合や役割整理を図る一方、殆どの医療施設が旧ソ連時代の機材を

使用し、老朽化が著しくサービス低下を招いていることから、医療機材の改善を重点とした

取り組みを進めている。しかしながら、自力による整備は 1、2次医療施設に留まっており、

まとまった資金を必要とする 3 次施設の整備までは手が回らず、我が国政府に対し無償資金

協力を要請し、「東部地域母子医療機材整備計画」（1995 年度）、「中部地域母子医療機材整備

計画」（1997 年度）、「カラカルパクスタン母子病院医療機材整備計画」（1998 年度）等を通

じて、順次、州立病院など地方部の上位レファラル病院の産婦人科、小児科関連の機材を整

備してきた。引き続き自助努力を図っているものの、医療機材の整備には多大な予算が必要

なため取り組みは十分に進まず、近年は人口が多いものの整備が遅れている首都圏での施設

改善が重要課題となってきた。 

 本計画対象施設である産婦人科研究病院は1974年に設立され、首都タシケントに位置する

産婦人科分野の「ウ」国全土のトップレファラル病院として、難易度の高い分娩、妊娠中に

基礎疾患が悪化した女性の処置、緊急母体搬送の受入を行っている。患者は全国各地から集

まっており、他施設からのレファラル患者と首都圏からの来院者に対応している。病院は829

人（医師112名、助産師109名、看護師246名、他362名）の職員を抱えており、一定の人員及

び技術力を有しているものの、財政事情等により診断や治療に不可欠な機材の更新・補充は

進んでおらず、現有機材は旧ソ連時代の10～30年以上経過、耐用年数を大幅に超過するなど

老朽化・破損・不足は著しく、診断や治療能力は低下し、多数の利用者がいるもの病院の機

能は質・量共に低下しており、救命措置にも支障が生じる等、状況改善が急務となっている。

病院は 200床を有し、2006年の外来患者数は 124,770 人、入院患者は 12,276人と、産婦人

科病院としては「ウ」国最大規模の病院であることからも、病院の機能低下は多数の利用者

に影響を与えている。入院患者の 4 割は地方出身であるが、6 割は首都タシケント市内とな

っており、人口の多い首都圏の妊娠可能な女性への影響が特に懸念され、病院機能の回復は

利用者数から見ても急務となっている。また、病院は教育施設としての機能も有しており、

「ウ」国全土の産婦人科医及び新生児医に対する再研修（5 年に 1 回）及び医科大学学生、

助産師、看護師等向けの研修施設として、年間約 300-400 人の医療技術者を受け入れている。



これら医療技術者は、病院の医療機材を活用、技術を学び、その後全国の産婦人科関連の施

設にて医療サービスに従事しており、産婦人科分野の医療技術者の人材育成や技術水準、お

よび全国における産婦人科サービスの水準を保つ上でも病院の医療機材の整備は重要な問

題となっている。 

 

3. プロジェクト全体計画概要 

※無償資金協力案件を投入の一つとする相手国政府によるプロジェクト全体概要 

 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

 国家保健改革プログラム推進の一環として母子保健サービスの向上を図るため、「ウ」国

における産婦人科分野のトップリフェラル病院である産婦人科研究病院に対する産婦人科

関連機材の改善を通じた同病院の医療サービスの向上を目的とする。 

裨益対象：約 700 万人（妊娠可能な女性の人口、2006年） 

 (2) プロジェクト全体計画の成果 

産婦人科研究病院における母子保健サービスが改善される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

産婦人科研究病院に産婦人科関連機材を整備する。 

調達された機材により治療・診断を行う。 

(4) 投入（インプット）  

ア 日本側：無償資金協力 3.61億円 

イ 相手国側 

（ア）本無償資金協力の実施に係る負担額  ： 0.04億円  

（イ）施設･機材の運営･維持管理に係る経費： 0.12億円  

(5) 実施体制 

主管官庁：保健省  

実施機関：産婦人科研究病院 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

タシケント市 

(2) 概要 

産婦人科関連診断・治療機材の調達 

(3) 相手国側負担事項 

ア．既存機材の撤去 

イ．放射線室の改築 

ウ. 中央材料質の設備改善 

  エ．機材の運営・維持管理に係る経費 

(4) 概算事業費 

  合計 3.65億円（日本側 3.61億円、ウズベキスタン国側 0.04億円） 

 (5) 工期 

入札関連業務、施工監理業務期間を含め、約 13 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

 なし 

 

5. 外部要因リスク（プロジェクトの全体計画の目標の達成に関するもの） 

なし 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

なし 



7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提言 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

  2006 年現在 2009 年計画  

 入院患者が増加する。 12,276 人 増加  

 医業収入が増加する。 604 百万スム 増加  

 乳がん患者の専門病院への紹介数が増加する。 12 人 増加  

 子宮がん患者の専門病院への紹介数が増加する。 17人 増加  

 腹腔鏡下（ラパロスコープ）手術件数が増加する。 757 件 増加  

 放射線診断件数が増加する。 7,804 件 増加  

 心電図診断件数が増加する。 5,625 件 増加  

(2) その他の成果指標 

 なし 

(3) 評価のタイミング 

2009 年以降（機材稼動後、1年経過後） 

 

 

 

 

 

 

 



6. 参考資料／入手資料リスト 

 

調査名 産婦人科研究病院医療機材整備計画 

 

 

番号 

 

名   称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ

 

発行機関 

 

発行年

1 
Finding from Uzbekistan Multiple

Indicator Cluster Survey 2006 
図書  コピー  UNICEF  2006 

2 
 本計画基本設計調査  

対象施設質問状 
 図書  オリジナル

 Obstetrics and 

Gynecology 

Research 

Institution 

 2007 
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